
行
政
研
究

「
港
横
浜
」
形
成
の
あ
ら
ま
し

　
都
市
形
成
と
港
と
は
密
接
な
繋
り
を
持
つ
。

古
く
、
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
イ
ン
ダ

ス
、
黄
河
の
四
大
文
明
は
―
交
易
と
い
う
よ
り

は
、
河
の
定
期
的
氾
濫
に
よ
る
肥
沃
な
土
壌
が

集
落
形
成
の
要
因
と
な
っ
た
と
い
え
る
が
―
河

を
そ
の
舞
台
と
し
て
発
達
し
た
。
そ
の
後
の
都

市
形
成
で
も
、
中
世
の
商
業
都
市
ベ
ネ
チ
ア
、

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
交
易
中

心
の
都
市
は
、
主
に
河
や
海
を
主
要
な
交
通
路

と
し
て
発
達
し
た
。

　
総
延
長
三
万
キ
ロ
近
く
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が

国
に
あ
っ
て
も
、
水
運
の
恩
恵
を
受
け
て
発
達

し
た
都
市
は
数
多
く
存
す
る
。
横
浜
の
都
市
形

成
も
、
や
は
り
開
港
と
共
に
始
ま
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
ま
で
無
名
の
地
横
浜
が
、
現
在
二
六
〇

万
余
を
有
す
る
大
都
市
に
成
長
す
る
に
は
、
港

湾
都
市
と
し
て
の
地
理
上
の
メ
リ
ッ
ト
の
他

に
、
そ
れ
相
応
の
人
為
的
外
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
開

港
に
伴
う
幕
府
に
よ
る
一
方
的
な
町
づ
く
り
、

外
国
商
人
の
生
糸
希
求
に
伴
う
輸
出
貿
易
の
伸

長
、
独
占
資
本
主
義
に
よ
る
京
浜
工
業
地
帯
の

形
成
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
の
高
度
経
済
成
長

政
策
等
が
あ
げ
ら
れ
、
わ
が
国
の
歴
史
の
流
れ

か
ら
直
接
的
に
派
生
さ
れ
た
も
の
が
殆
ん
ど
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
横
浜
市
の
形
成

プ
ロ
セ
ス
を
そ
れ
ら
を
も
と
に
四
期
に
分
け
、

主
に
港
と
の
関
係
で
把
え
て
概
観
し
て
み
る
。

　
<
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黎
明
期
（
開
国
か
ら
幕
末
ま
で
）

　
こ
の
期
は
、
横
浜
が
幕
府
と
い
う
政
治
権
力

に
よ
り
開
港
さ
れ
、
港
湾
都
市
と
し
て
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
時
期
と
い
え
る
。
開
港
当
時

既
に
現
在
の
市
域
の
中
で
は
、
神
奈
川
、
保
土

ヶ
谷
等
の
宿
場
町
が
発
達
し
て
は
い
た
が
、
殆

ん
ど
の
地
域
は
、
商
品
取
引
上
江
戸
と
の
関
連

も
薄
い
農
漁
村
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
嘉
永
七
年

の
ペ
リ
ー
一
行
の
再
来
に
際
し
、
応
接
地
の
選

定
で
江
戸
に
近
傍
の
地
を
主
張
す
る
米
国
側
と

江
戸
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
地
、
浦
賀
、
鎌
倉
に
固
執

す
る
幕
府
側
と
で
折
合
が
つ
か
ず
、
そ
の
中
間

地
と
し
て
登
場
し
た
の
が
横
浜
村
で
あ
っ
た
。

諸
外
国
の
威
圧
を
も
は
や
回
避
で
き
な
い
と
判

断
し
た
幕
府
は
、
横
浜
村
で
の
会
見
の
結
果
、

日
米
和
親
条
約
を
締
結
し
、
さ
ら
に
安
政
五
年

に
は
米
国
を
始
め
、
蘭
、
露
、
英
、
仏
と
修
好

通
商
条
約
を
結
び
、
神
奈
川
の
他
四
港
の
開
港

を
と
り
決
め
た
。
し
か
し
神
奈
川
は
、
そ
の
位

置
及
び
面
積
的
に
好
ま
し
い
と
は
さ
れ
ず
、
幕

府
の
目
は
、
地
形
上
長
崎
の
よ
う
な
出
島
化
も

可
能
な
横
浜
村
に
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
開
港
期
日
（
安
政
六
年
六
月
）
の

三
ヶ
月
ほ
ど
前
か
ら
、
諸
外
国
と
の
合
意
を
と

る
こ
と
な
く
、
横
浜
が
開
港
場
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
と
い
う
既
成
事
実
を
作
り
あ
げ
る
た
め
に

九
万
六
千
両
も
の
経
費
を
投
じ
て
町
づ
く
り
が

始
め
ら
れ
た
。
そ
の
町
づ
く
り
で
は
ま
ず
横
浜

村
の
中
間
地
（
現
在
の
県
庁
の
所
）
に
運
上
所

が
建
設
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
海
へ
向
け
東
西
二
ヶ

所
に
波
止
場
（
東
波
止
場
は
外
国
人
の
輸
出
入

貨
物
用
、
西
波
止
場
は
国
内
貨
物
用
）
が
築
造

さ
れ
た
。
そ
し
て
運
上
所
の
東
側
は
外
国
人
居

留
地
に
、
西
側
は
日
本
人
居
住
地
に
あ
て
ら

れ
、
日
本
人
町
は
、
海
辺
通
り
、
北
仲
通
り
、

本
町
通
り
等
五
筋
に
町
割
さ
れ
た
。
一
方
、
横

浜
の
地
は
江
戸
か
ら
は
、
野
毛
山
に
遮
断
さ
れ

て
陸
路
が
不
備
で
あ
っ
た
た
め
、
東
海
道
の
芝

生
村
（
現
在
の
浅
間
町
付
近
）
か
ら
戸
部
村
ま

で
当
時
の
海
岸
線
に
沿
っ
て
、
「
横
浜
道
」
と

呼
ば
れ
る
一
直
線
の
新
道
が
設
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
都
市
の
基
盤
が
形
成
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
容
れ
物
が
で
き
て
も
、

そ
の
媒
体
と
し
て
の
人
間
、
と
り
わ
け
商
人
の

存
在
が
な
け
れ
ば
開
港
場
と
し
て
の
様
相
を
呈

す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
た
め
幕
府
に
よ
り
様

様
な
誘
致
策
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
積
極
的
に

横
浜
に
立
地
し
よ
う
と
す
る
商
人
は
少
な
く
、

幕
府
の
圧
力
に
よ
り
出
店
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
商
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
開
港
場
が
神
奈
川
か
横
浜
か
は
、
開
港
日

が
き
て
も
留
保
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
外

国
商
人
達
は
次
々
と
、
整
備
さ
れ
た
横
浜
に
移

住
を
始
め
た
た
め
、
結
局
は
横
浜
が
正
式
の
居

留
地
、
開
港
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
横
浜
は
、
初
期
に
後
背
地
の
形

成
を
伴
わ
ず
、
港
の
整
備
が
優
先
し
て
展
開
さ

れ
た
た
め
、
そ
の
後
の
都
市
形
成
に
、
大
き
な

歪
み
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
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吉田新田埋立開墾図（1667年以降）　横浜村外六ヶ村之図（1659年以前)

開港当初の横浜絵図
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発
展
期
（
明
治
維
新
か
ら
震
災
前
ま
で
）

　
こ
の
期
は
、
明
治
政
府
の
富
国
強
兵
政
策
に

よ
る
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
、
秩
禄
処
分
と
い

う
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
封
建
体
制
か
ら
中
央

集
権
官
僚
制
へ
の
移
行
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、

ま
た
欧
米
文
化
の
積
極
的
な
移
入
が
行
わ
れ
た

結
果
、
横
浜
の
近
代
化
が
様
々
な
面
で
計
ら
れ

た
時
期
と
い
え
る
。

　
ま
ず
行
政
面
で
は
。
横
浜
役
所
（
旧
運
上
所
）

が
明
治
元
年
に
、
神
奈
川
府
を
経
て
神
奈
川
県

と
な
っ
た
ほ
か
、
明
治
二
二
年
に
は
横
浜
に
市

政
が
布
か
れ
る
な
ど
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。
当

時
、
市
の
人
口
は
既
に
一
一
万
六
千
人
に
達
し

て
は
い
た
も
の
の
、
現
在
の
自
治
体
の
姿
は
な

く
、
港
も
国
の
支
配
下
に
あ
り
、
単
に
国
の
下

部
機
構
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
文
化
面
で
は
、
新

し
い
施
設
と
し
て
ガ
ス
燈
・
水
道
等
が
導
入
さ

れ
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
出
現
に
よ
り
、
質
的
な

生
活
様
式
そ
の
も
の
も
一
新
さ
れ
る
に
及
び
、

横
浜
は
時
代
の
先
端
を
行
く
町
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
港
横
浜
が
一
大
港
湾
都
市
に
成
長
し

た
の
は
、
や
は
り
生
糸
の
輸
出
が
あ
っ
た
か
ら

と
考
え
ら
れ
る
。
生
糸
は
長
年
輸
出
額
の
ト
ッ

プ
の
座
を
維
持
し
、
横
浜
経
済
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
た
。
新
政
府
の
殖
産
興
業
政
策
の
下

に
産
業
の
発
達
も
顕
著
で
あ
っ
た
。
ビ
ー
ル
、

都
市
ガ
ス
、
石
け
ん
工
業
等
が
外
国
の
技
術
を

導
入
し
て
お
こ
さ
れ
た
ほ
か
、
従
来
か
ら
の
染

色
織
物
工
業
等
も
生
産
性
向
上
の
努
力
が
な
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
は
貿
易
産
業
と
し
て
、
明
治
二
〇

年
頃
か
ら
井
土
ヶ
谷
・
上
大
岡
及
び
保
土
ヶ
谷

等
の
横
浜
港
の
後
背
地
で
発
達
し
、
日
清
・
日
露

戦
争
の
軍
需
景
気
で
隆
盛
を
み
せ
た
。
ま
た
重

工
業
が
発
達
す
る
の
も
こ
の
頃
で
、
明
治
二
四

年
に
は
横
浜
船
渠
（
現
三
菱
重
工
）
が
高
島
町

に
、
明
治
二
九
年
に
は
横
浜
電
線
（
現
古
河
電

工
）
が
平
沼
町
へ
と
次
々
と
立
地
し
始
め
た
。

大
正
三
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
重

工
業
化
傾
向
が
強
ま
り
、
主
に
民
間
の
個
人
や

会
社
に
よ
り
神
奈
川
、
鶴
見
方
面
の
臨
海
部
が

埋
立
て
ら
れ
、
商
港
と
し
て
の
横
浜
に
工
業
港

の
性
格
が
付
加
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
臨
海
部

に
鉄
鋼
・
造
船
等
の
工
業
が
立
地
し
、
そ
れ
に

伴
う
人
口
集
中
化
現
象
に
よ
り
、
東
神
奈
川
、
子

安
等
の
地
域
で
は
住
宅
問
題
が
惹
起
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
産
業
の
発
達
に
も
拘

ら
ず
、
横
浜
の
経
済
構
造
自
体
は
次
第
に
歪
曲

化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
横
浜
に

お
け
る
地
場
の
産
業
資
本
が
中
央
の
産
業
資
本

に
吸
収
合
併
さ
れ
（
た
と
え
ば
横
浜
電
線
が
明

治
四
一
年
に
古
河
の
経
営
に
移
る
な
ど
）
、
横

浜
が
中
央
の
支
店
化
す
る
と
い
う
変
貌
が
み
ら

れ
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
歪
曲
化
は
貿
易

面
で
も
い
え
、
そ
れ
ま
で
独
占
状
態
で
あ
っ
た

貿
易
額
も
、
大
正
の
初
め
頃
に
は
既
に
神
戸
を

中
心
と
す
る
関
西
方
面
に
蚕
食
さ
れ
始
め
、
商

業
港
と
し
て
の
限
界
の
兆
し
が
現
わ
れ
る
に
至

り
、
国
策
的
な
工
業
港
の
色
彩
を
強
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。
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　国　内

五ヵ条の御誓文

廃藩置県

西南の役

郡区編成法施行

　　公布市制町村制大日本帝国憲

　　法発布

日清戦争

北清事変

日英同盟

日露戦争

第一次界大戦

第一回国勢調査

関東大震災

　　　　　行　　政

府を県と改め神奈川県となる

横浜市街地実孤六浦県廃止

横浜公園開設　　　　　　

第一大区改正横浜区役所となる

市制施行　市役所開庁

十全病院市営化

横浜水道一期拡張工事完成

第一次市域拡張

横浜公園市民に開放

第2次市域拡張市庁舎港町1丁目に移転

掃部山公園開設　

開港記念会館開設

市街地建築物法本市に適用

　　　　　　一　　般　　　　

京浜間電信開始

木樋水道計画横浜Hi役所設立

ガス点灯

横浜正金銀行設立　横浜商法会議所設立

京浜間の公衆電話開始電口点火

横浜生糸検査所､横浜商業会諭所設立

居留地撤去

横浜正金銀行新築

三渓園公開

横浜中央食品市場設立

　　　港　　湾

日本波止場築造

横浜築港桟橋完成犬

第一期横浜築港工事完成

長声検疫所設置

新桟橋竣工

　　　　　交　　通

吉田橋鉄橋に改造

宿駅制度廃止大江橋架橋　神奈川､川崎間人力車開始　　　　　　　　　　　　横浜

、新橋間鉄道開通

東海道を―等国道に定む

　　　　　　　　　　　　　保土ヶ谷､戸塚間新道完成　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　東海道線横浜､国府津問開通

甲相武国境道路開通　東海道線全通､横須賀線開1

平沼軍用鉄道起工

東海道線急行旅厨挿運転開始

大師電気鉄道設立　京浜電気鉄道六郷橋､大師間開通

平沼駅開業　　　　（大師電鉄）

横浜電鉄神奈川､大江橋間開通

横浜鉄道彬訓､八王子間開通磯子､杉田間新道竣工

横浜鉄道貨物線竣工

平沼駅閉鎖横浜駅高島町に完成

横浜鉄道国有化

横浜電鉄市営化

〈鶴見､神奈川区企業立地状況〉　　1910　日本蓄音器商会　　　1915　保土ヶ谷化学　　　　1920　日本石油　　　　　　1937　日東化学工業

1896　横浜電線　　　　　　1911　東海鉛業　　　　　　1916　浅野造船所　　　　　1926　キリンビール生麦工場　　1937　日清製菓

1898　日本硝子　　　　　　1911　東京製粉川崎工場　　1917　極東練乳　　　　　　1930　日本ビクター　　　　1938　日本製粉

1907　横浜製糖　　　　　　1912　日本鋼管　　　　　　1918　浅野造船所　　　　　1933　自動車製造　　　　　1939　芝浦製作所

1909　味の素川崎工場　　　1915　旭ガラス　　　　　　1918　日清製油　　　　　　1937　浅野船渠　　　　　　1959　日本鋼管水江製作所
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埋立図（明治11年～昭和３年）

調査季報52―76. 12

鉄道形成状況

(大正10年当時)

市街化（建物の集積による）及び

道路形成状況（明治45年）



激
動
期
（
震
災
か
ら
敗
戦
ま
で
）

　
こ
の
時
期
に
お
い
て
わ
が
国
で
は
、
満
州
事

変
を
契
機
と
し
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
が
展

開
し
、
横
浜
は
、
工
業
と
い
う
側
面
に
、
そ
の

具
現
化
を
み
た
。

　
大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
突
如
と
し
て
襲
来

し
た
関
東
大
地
震
は
、
開
港
以
来
の
横
浜
の
繁

栄
を
一
瞬
に
し
て
懐
滅
せ
し
め
、
市
内
宅
地
面

積
の
八
割
に
当
る
三
九
〇
万
坪
が
焦
土
と
化
し

た
。

　
当
時
、
横
浜
貿
易
唯
一
の
後
背
地
産
業
で
あ

っ
た
綿
布
加
工
業
は
、
二
〇
〇
余
の
工
場
の
う

ち
八
割
、
こ
れ
と
並
ん
で
輸
出
絹
物
工
業
は
、

三
九
工
場
す
べ
て
が
被
害
を
受
け
、
そ
の
大
部

分
は
関
西
方
面
に
移
転
し
た
。
貿
易
業
務
の
大

勢
は
、
港
湾
施
設
の
復
旧
の
間
に
、
神
戸
港
に

移
行
し
、
生
糸
輸
出
に
お
い
て
も
、
神
戸
港
と

二
分
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
貿
易
業
務
の
回
復
の
遅
れ
は
、
横
浜
の
貿
易

産
業
上
、
後
背
地
産
業
が
殆
ん
ど
み
い
出
せ
な

か
っ
た
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
基
盤
が
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
鶴
見
・
神
奈
川
は
、
震
災
を

契
機
と
し
て
、
東
京
の
工
場
集
団
が
外
延
的
移

動
を
開
始
し
た
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
急
速
に

工
業
地
化
も
進
み
、
昭
和
初
期
ま
で
に
、
日
本

石
油
、
日
本
ビ
ク
タ
ー
、
日
産
自
動
車
等
の
工

場
が
設
立
さ
れ
た
が
、
特
に
輸
出
に
結
び
つ
く

と
い
う
よ
り
、
東
京
の
中
小
下
請
集
団
と
結
合

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、

横
浜
と
川
崎
は
工
場
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
そ
の

間
に
中
小
工
場
が
散
在
し
て
、
京
浜
工
業
地
帯

が
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
震
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
経
済
界
の
混
乱
は
、

世
界
恐
慌
の
嵐
に
よ
り
、
一
層
大
き
な
も
の
と

な
っ
た
。
商
業
資
本
の
ま
ま
で
横
浜
貿
易
の
最

盛
期
を
過
ご
し
、
近
代
的
大
資
本
の
商
社
に
も

ほ
と
ん
ど
推
移
し
得
な
か
っ
た
横
浜
商
人
は
、

前
期
資
本
主
義
的
な
枠
を
打
破
出
来
な
か
っ
た

ま
ま
、
こ
の
恐
慌
で
壊
滅
に
近
い
状
態
に
ま
で

な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
恐
慌
の
中
で
、
昭
和
六
年
の
満
州
事
変
に
は

じ
ま
る
対
中
国
侵
略
は
、
国
策
的
に
軍
需
工
業

に
対
し
、
所
得
税
の
五
ヶ
月
間
免
除
、
工
場
敷
地

獲
得
の
た
め
の
土
地
収
用
法
の
優
先
適
用
等
、

強
力
な
保
護
を
は
か
っ
た
。
そ
の
保
護
政
策
は

特
定
資
本
に
直
接
的
、
凝
集
的
に
行
わ
れ
、
国

家
独
占
資
本
主
義
の
展
開
が
な
さ
れ
、
軍
需
産

業
が
工
業
の
主
体
を
な
す
に
い
た
っ
て
、
京
浜

工
業
地
帯
は
日
本
屈
指
の
重
工
業
地
帯
に
成
長

し
た
。
ま
た
、
新
た
に
通
信
機
製
造
を
主
体
と

す
る
電
気
機
器
工
業
が
、
東
京
か
ら
拡
大
移
転

し
、
戸
塚
に
は
日
立
製
作
所
の
電
機
工
場
が
、

さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
は
、
金
属
機
械
工
場
群
が

設
立
さ
れ
た
。

　
し
か
し
横
浜
は
、
昭
和
二
十
年
四
月
か
ら
八

月
に
わ
た
る
前
後
三
回
の
空
襲
に
よ
り
、
全
戸

数
の
約
四
八
・
五
％
が
被
災
し
、
都
心
部
と
鶴

見
・
神
奈
川
の
工
場
群
は
灰
燼
に
帰
し
た
。

66
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埋立図（昭和４年～昭和21年）

調査季報52―76.12

鉄道形成状況

(昭和15年当時)

市街化（建物の集積による）及び

道路形成状況（昭和７年）



復
興
期
（
敗
戦
か
ら
現
在
ま
で
）

戦
後
の
横
浜
は
、
港
域
の
う
ち
港
湾
施
設
の

九
〇
％
、
中
心
部
を
含
む
市
街
地
の
二
七
％
と

都
市
の
重
要
拠
点
を
集
中
的
に
接
収
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
横
浜
正
金
銀
行
を
は
じ
め
各
種
の

企
業
中
枢
管
理
部
門
が
東
京
に
、
ま
た
横
浜
貿

易
商
人
の
多
く
が
東
京
、
神
戸
に
移
転
し
、
接

収
地
も
安
保
条
約
に
よ
り
米
軍
基
地
と
し
て
継

続
さ
れ
た
事
情
も
あ
っ
て
復
興
が
遅
れ
た
。

　
前
述
の
と
お
り
、
横
浜
は
港
湾
の
後
背
地
形

成
が
不
在
の
ま
ま
貿
易
が
開
か
れ
た
結
果
、
戦

後
に
お
い
て
も
、
京
浜
工
業
地
帯
を
有
し
な
が

ら
、
横
浜
港
と
直
結
し
た
横
浜
工
業
は
皆
無
に

近
い
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
港
の
横
浜
経

済
の
自
立
的
な
発
展
に
貢
献
す
る
度
合
は
低

く
、
大
量
の
原
料
製
品
を
必
要
と
す
る
首
都
圏

の
大
消
費
地
帯
と
、
南
関
東
工
業
地
帯
を
背
後

に
控
え
た
巨
大
な
物
流
基
地
と
な
っ
て
い
る
。

　
敗
戦
に
よ
っ
て
軍
需
を
失
っ
た
京
浜
地
区
の

工
業
の
復
興
も
容
易
で
は
な
く
、
軍
需
工
業
は

米
軍
特
需
や
平
和
産
業
へ
の
転
身
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
工
業
地
帯
と
し
て
の
首
座
も
阪
神
工
業

地
帯
へ
移
行
し
た
。
ま
ず
基
幹
産
業
と
し
て
重

視
さ
れ
た
鉄
鋼
業
と
、
日
用
消
費
の
食
料
品
・

医
薬
品
製
造
業
が
復
興
し
、
ド
ッ
ヂ
ラ
イ
ン
の

経
済
立
直
し
を
お
え
、
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
特
需

の
急
増
は
重
工
業
に
よ
っ
て
京
浜
地
区
に
驚
異

的
な
工
業
躍
進
期
を
も
た
ら
し
、
動
乱
景
気
で

消
費
財
工
業
も
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
昭
和
三

十
五
年
以
降
に
横
浜
ば
工
業
都
市
化
へ
の
体
質

　
改
善
の
道
を
た
ど
り
、
同
年
の
大
黒
町
地
先
約

　
八
十
万
㎡
の
埋
立
か
ら
大
規
模
な
埋
立
て
を
そ

　
れ
ぞ
れ
着
手
し
た
。
ま
た
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
輸

　
送
の
出
現
に
よ
り
、
物
流
面
に
お
け
る
技
術
、

　
機
構
上
の
新
産
業
体
制
へ
の
対
応
が
進
行
し
、

　
横
浜
港
に
お
い
て
も
新
た
に
本
牧
埠
頭
に
コ
ン

　
テ
ナ
ヤ
ー
ド
が
建
設
さ
れ
、
港
湾
運
送
業
や
そ

　
の
労
働
面
に
も
変
化
が
生
じ
た
。
一
方
、
内
陸

　
部
へ
の
企
業
進
出
も
活
発
と
な
り
、
そ
の
結
果
、

　
臨
海
部
。
内
陸
部
と
も
に
地
域
の
著
し
い
変
貌
、

　
生
活
環
境
の
激
変
を
起
こ
し
、
都
市
経
済
力
の

　
強
化
を
も
た
ら
し
た
反
面
、
社
会
資
本
の
必

　
要
、
公
害
問
題
の
発
生
な
ど
、
横
浜
市
の
行
財

　
政
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

　
　
さ
ら
に
、
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
現
象

　
が
、
昭
和
三
十
二
年
頃
か
ら
横
浜
に
典
型
的
に

　
あ
ら
わ
れ
、
戦
後
六
十
万
人
程
度
だ
っ
た
人
口

　
が
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
二
百
五
十
万
人
と
我

　
国
第
三
位
の
都
市
と
な
っ
た
。
こ
の
急
激
な
人

　
口
増
加
は
、
当
然
、
市
域
周
辺
部
の
急
速
な
都

　
市
化
現
象
を
引
き
起
し
、
地
価
の
高
騰
、
宅
地

　
の
細
分
化
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
進
み
、
そ
れ
に

　
伴
う
行
財
政
需
要
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。

　
　
こ
の
よ
う
に
横
浜
は
、
従
来
の
貿
易
港
湾
都

　
市
、
南
関
東
工
業
地
帯
の
一
翼
を
担
う
近
代
工

　
業
都
市
、
首
都
圏
の
中
の
住
宅
都
市
と
し
て
の

　
三
つ
の
側
面
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
、
併
存
す
る

　
こ
と
に
よ
る
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
成
長

　
し
て
来
た
都
市
と
い
え
る
。
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　47

　48
　49

1950
　51
　52

　53
　54

　55
　56

　57
　58

　59
1960

　61
　62

　63
　64
　65

　66
　67

　68
　69

1970
　71

　72
　73
　74
　75

　76

　國　内

新憲法公布

朝鮮動乱

講和条約調印

メーデー事件

東京オリン

　ピック

石油危機

　　　　　　行　　政

金沢区新設

三ッ沢公園開設

市庁舎反町に移転横浜国際港都建設法公布

野毛山動物園開園

三渓園開園　　　　　　　　　　　　Ｉ

現市庁舎着工

開港百年祭

現市庁舎落成　山下公園接収解除

港の見える丘公園開設

横浜市マルク債発行

旭､緑､港南､瀬谷４区新設

扇島公害規制

港北ニュータウン着工

一般

横浜正金銀行解体

日本貿易博覧会

桜木町事件
ニューグランド接収解除

第10回国体開催

横浜高島屋開店

マリンタワー開業

国鉄鶴見事故

こどもの国開設

TVK開局

　港　　湾

市、港湾管理者になる

大桟橋接収解除

センターピア接収解除

山下ふ頭完成

本牧ふ頭完成

　　　　　交　通

会社再編東急、京急、小田急設立

第２京浜国道全面開通

ワンマン道路開通　市電井土ヶ谷線開通

市営トロリーバス開通

横浜新道開通

東海道新幹線開通根岸線桜木町､磯子間開通

第３京浜国道路開通

田園都市線溝ノロ、長津田間開通　　　･、

高速横羽線i期完成、大和バイパス開通

東名高速道路開通

根岸線磯子、洋光台間開通

湘南モノレール大船､西鎌倉間開通

市電、トロリーバｽ全廃、市営高速鉄道伊勢佐木町、上　　　　　　　　　　　　　　　　　　大岡間開通

根岸線全通　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　いずみの間開通

市営高速鉄道横浜、上永谷間開通、相鉄いずみの線二俣川
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埋立図（昭和22年～昭和51年）

調査季報52―76.12

鉄道形成状況

　　(現在)

市街化（建物の集積による）及び

道路形成状況（昭和44年）



　52号（51年12月発行）の行政研究「『港横浜』形成のあらまし」の中の61頁のグラフに誤りがあり

ましたので、おわびして下図のように訂正します。また63頁の「横浜村外六ヶ村之図」と「吉田新

田埋立開墾図」の図と説明が入れかわっていますので併せて訂正します。

訂 正
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